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祈りの⽇誌  



感謝を捧げます,

 
このリフレクションはGlobal Catholic Climate Movementが作成した＃

Mercy2Earthをもとに作成されました。 

引⽤⽂は全て「Care of Creation（被造物を⼤切にする）」のための

World Day of Prayer（世界の祈りの⽇）for the Care of 

Creation (1 September 2016) The #Mercy2Earth Examen © The Global 

Catholic Climate Movement, 201のためにフランシスコ教皇が書かれた

Show Mercy to our Common Home（我々の共通の家に情けをかけまし

ょう）というメッセージより引⽤されました。

 

オリジナルアートはシスター・ドナ・ギブス、CSJ作 

制作は聖ヨセフの姉妹⽶国連盟のJulia Morris 

 



では始めましょう 

創造の季節に⼊るに当た

り、現時点での⾃分⾃⾝の

環境的回⼼へのこれまでの

経過を振り返ってみましょ

う。「Show Mercy to our

Common Home（我々の共

通の家に情けをかけましょ

う）」というフランシスコ

教皇のメッセージは、キリ

スト教徒として被造物を愛

し⼤切にする最初のステッ

プは、

感謝を捧げる 

神がお造りになった被造

物や⽣き物に感謝を捧げ

ましょう。第⼀歩は「感

謝と無報酬、世界は神か

らの愛のプレセントだと

いうことを認識すること

です。」 

被造物を通してあらゆる

⾯で神にお恵みをいただ

いていることに感謝を捧

げましょう。

⾃分の良⼼をしっかりと

⾒つめ直すことの⼤切さ

を教えてくださっていま

す。この良⼼の検討は、

聖イグナチオ・デ・ロヨ

ラが発案した良⼼の検討

より取り⼊られたもので

す。「神の被造物を保護

する者」としての使命を

深める、或いは懺悔の秘

跡に⾏く前に、この良⼼

の検討をすることをお勧

めします。

あなたが朝⻝に⻝べたも

の、飲み⽔。。。或いはあ

なたの⼤好きな⽊、⿃のさ

えずり、⾃然の中であなた

に取って特別な場所、など

も含みます。 

あなたの⼈⽣の形成に貢献

してくださった現在、そし

て過去の⼈たちに感謝を捧

げましょう。あなたを育て

てくれた⼈、学校の先⽣、

あなたが⻝べる野菜や果物

を収穫する⼈、洋服を作る

⼈、その他⼤勢の⼈達への

感謝。



私たちは求められています 

フランシスコ教皇は「私たちは

全ての⽣き物と繋がっていて、

全ては輝かしい天地万物の交わ

りであるという深い愛情の意識

を持つ」⼤切さを教えてくださ

っています。私達は皆お互いに

繋がっていて、たくさんの⼈た

ちと相互依存しているのです！ 

⾃分がどのようにして「地球の

嘆きと、貧しい⼈々の嘆き」に

⽿を傾けてきたかを振り返って

みましょう。 

「私たちはさほど環境を破壊し

ていないかもしれませんが、⼤

なり⼩なり、⾃分達が被造物の

破壊と破滅に関与していること

を」認める必要があります。 



⼩休⽌ 

フランシスコ教皇の下記の質問を読み、少し時間をかけて

熟考してみてください。

私は「地球の嘆きと貧しい⼈々の嘆き」を本

当に理解しているのだろうか？



⾃然界、植物、動物たち

がどれだけ苦しんでいる

か本当に認識しているの

だろうか？

私は世界中の社会的、経済

的な現実問題について学ぼ

うとする努⼒を⼗分にして

いるだろうか？



被造物や⽣き物を⼤切にすることを私はどれだけ

意識して努⼒をしてきただろうか？どこで努⼒が

⾜りていないのだろうか？ 



私はいつ、どれだけ必要以上にものを浪費し

ているのだろうか？ 



「過去や現在においての宗教的不寛容」や、他の

宗教を持った⼈々、「⼥性、先住⺠、移住者、貧

しい⼈々、そして未来の世代」に対する不当な⾏

為への償いをするにはどのように⼿助けをするこ

とができるだろうか？ 



反射 



許しを求める 

償いをする 

神の造られた被造物や⽣き物を守

り切れなかったところは、神の許

しを請う祈りを捧げましょう。 

「⾃分の良⼼を真剣に⾒つめ直

し、深い悔恨の念を持つことがで

きれば、創造主である神に対し、

被造物に対し、そして兄弟姉妹に

対してこれまで⾏ってきたの罪の

懺悔をすることができます。」

私たちの共同の家を守り切る

ことができなかったことを神

にお詫びしましょう。そして

その反省の気持ちが強けれ

ば、その反省の⼼を「真実は

私たちを⾃由にする場所」で

ある調和の秘跡に持って来る

ことができます。

「⾃分の良⼼をよく⾒つめ直し、慈悲深い神に悔恨と懺悔を念を表するこ

とにより、償いへの道が開けていきます。そしてこの⾏動は、被造物をよ

り尊重し、⼤切にできるように具体的に考えて⾏動を取る⽅法へと移って

いきます。」 

神に祈り、どのようにすれば被造物、貧しい⼈々、そして未来の世代をよ

り⼤切にできる⽅向へと導いてくださるようお願いしましょう。フランシ

スコ教皇のメッセージでは下記のように教えてくださっています：⾝体的

慈善⾏為として共通の家を⼤切にするということは、「簡単な⽇常のジェ

スチャーで暴⼒や搾取や利⼰的⾏動の理屈を打破し」更に、「すべての⾏

動において、より良い世界を作りたいということを周りにわかってもらう

ような表現」が必要です。この⽬標にいつも焦点を当てられるようこの質

問をいつも思い起こしてください：「次の世代、これから⼤⼈になってい

く⼦供達のために私たちはどのような世の中を残してあげたいか？」 

あなた⾃⾝の⽣活の中で、或いはコミュニティーの中で、あなたは何を変

えれば現在、そして将来的に私たちの共通の家、そしてここに住む者たち

をより⼤切にすることができると思いますか？ 



最後に、この良⼼を⾒つめなおす機会をくださ

った神の慈愛に感謝を捧げ、教皇様のメッセー

ジを終了の祈りとしいたしましょう： 

おお、貧しい⼈々の神よ、 

あなたの⽬にはかけがえのない、この地球上で

⾒捨てられ、忘れ去られた⼈々を救い出すた

め、私達を助けてください。 

愛の神よ、地球上のすべての被造物へのあなた

の愛の道具として、この世界での私たちの役割

をお⽰しください。 

慈悲深い神よ、これまでの私たちの罪をお許し

ください、そして共通の家にあなたのお慈悲を

届けさせてください。 

あなたはたたえられますように！

アーメン。

神の許し 




